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西暦 1703 年および 1923 年の関東地震は，相模トラフ周辺を震源とした海溝型地震であり，関東地方を中心に

甚大な地震および津波災害を起こした．これらの地震では，房総半島南部や三浦半島で海岸が隆起し，よく知られ

た段丘地形を形成した．最近になって，これらの地震による津波堆積物が，房総半島南西部の館山市の海岸低地で

ジオスライサーによって掘削された定方位コア（深度約 3.5m，幅 35cm）から発見された（Fujiwara et al., 2005）．

このコアに見られる西暦 1703 年関東津波堆積物は，特徴的な堆積構造を持っており，古津波の研究で必須条件で

ある津波堆積物とストーム堆積物との識別について，重要なデータを提供する．本稿では，この津波堆積物の堆積

構造の記載と解釈を予察的に述べる． 

ジオスライサー・コアは，海岸線から内陸へ 280m (Site GS2)と 350 m (Site GS1)の水田跡で合計 6 本が掘削

された．これらの地点は 1703 年の元禄地震で離水したとされる“元禄段丘”の上にあるが，その標高は約 1.8 m

で周辺より 1 m ほど低く，小規模な窪み地形に当たる．これらのコアから得られた剥ぎ取り試料により，詳しい堆

積相の解析が可能となった． 

コアの下半分（標高約 0m 以深）は，ハンモック型斜交層理などが発達し，主に潮間帯を示唆する貝化石を含む

細粒砂からなる上部外浜の堆積物である．コア中部（標高約 0.6m 以深）は，GS2 では平行葉理の発達する前浜堆

積物，GS1 では植物の根の痕跡を含む恐らくラグーンの堆積物である．コア上部は堤間低地またはラグーンの堆積

物で，GS1 では均質な中－細粒砂層, GS2 では主に泥炭層からなる.コアの下部と中部の間，および中部と上部の間

の2層準で堆積環境の突発的な変化があり，それぞれ2m前後の海浜の隆起が示唆される（Fujiwara et al., 2005）．

隆起を示す 2 つの区間には，それぞれに高エネルギーの流れで形成された堆積構造をもつ砂礫層が挟まっている．

これらの砂礫層の堆積年代は,14C 年代と層序関係から 17 世紀後半以降と考えられる（Fujiwara et al., 2005）．

海浜の突発的隆起との同時性から，これらの砂礫層は下位のものが 1703 年，上位のものが 1923 年の関東地震に伴

う津波で形成されたと考えられる．  

1923 年津波堆積物は薄い砂礫層あるいは砂層で，堆積構造は十分には読み取れない．一方，1703 年津波堆積物

は少なくとも 6 枚の砂層の重なりからなる．各砂層は基底に侵食面を持ち，メガリップルやアンチデューンを形成

し大小の礫を含むことがある. 内部構造からは，陸向きの古流向が復元される．各砂層は上方へ細粒化し，多くの

場合マッドドレイプに覆われる．上位の砂層ほど細粒化・薄層化する傾向がある．  

  1 枚の砂層とそれを覆うマッドドレイプのセットは，陸へ向かう強い流れからの堆積と，流れが収まった後に

泥水が滞留して粘土粒子が降下したこと示す．つまり，マッドドレイプで覆われた 6 枚の砂層の周期的な重なりは，

粘土粒子が降下するのに十分な間隔を置いて，6 回の遡上する流れが発生したことを示している．そして，上位ほ

ど砂層が薄くなっていくことは，後になるほど弱い流れが遡上したことを示唆する．このことから，1703 年関東

地震津波は，少なくとも 6回の次第に減衰する波を伴っていたことが分かる． 

 台風などの風波の周期は，館山を含む東京湾では数秒からせいぜい 10 秒程度にしかならない．一方，海溝型

地震にともなう津波の周期と波長は波源の水深と直径に依存しており，関東地震の場合には波長は 100km 前後，周

期 20 分前後の海面の変位が海岸に押し寄せ，この波動による遡上流や引き潮は，それぞれ数分間継続する．1703

年津波堆積物が持つマッドドレイプで区切られた内部構造は，短周期の風波では形成され得ないが，津波による長

周期の波動の繰り返しならば説明可能である．この「超長周期波動」による堆積モデルは，藤原ほか（2003）が内

湾底に堆積した津波堆積物を例に提唱した「津波堆積モデル」が，遡上型津波堆積物にも応用できることを示唆し

ている． 
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